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衆
議
院
議
員
小
宮
山
泰
子
君
提
出
国
難
突
破
解
散
の
意
味
並
び
に
第
四
十
八
回
衆
議
院
総
選
挙
結
果
の
評
価
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
小
宮
山
泰
子
君
提
出
国
難
突
破
解
散
の
意
味
並
び
に
第
四
十
八
回
衆
議
院
総
選
挙
結
果
の
評
価
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

「
国
難
」
と
は
、
一
般
的
に
、
「
一
国
の
危
難
。
（
出
典

広
辞
苑
）
」
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
、
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
五
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
「
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
」
及
び

「
北
朝
鮮
の
脅
威
」
に
つ
い
て
、
「
国
難
と
も
呼
ぶ
べ
き
問
題
」
と
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
仮
定
の
質
問
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日
の
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
、
「
緊
迫

す
る
北
朝
鮮
情
勢
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
。
今
、
我
が
国
は
、
正
に
国
難
と
も
呼
ぶ
べ
き
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

国
民
の
信
任
な
く
し
て
、
こ
の
国
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
（
中
略
）
お
約
束
し
た
政
策
を
一
つ
ひ
と
つ
実

行
に
移
し
、
結
果
を
出
し
て
い
く
。
全
身
全
霊
を
傾
け
、
国
民
の
負
託
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
、
・
・
・
国
民
の
皆
様
に
お

一



誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

二


